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１．事業概要
（１） 事業の現況

① 施　設

昭和56年度（43年）

平成20年度（16年）

平成17年度（19年）

平成３年度（33年）

平成13年度（23年）

４処理場

　　一文字終末処理場 （岩国市新港町二丁目７番）

　　岩国南せせらぎセンター （岩国市尾津町五丁目１０番）

　　由宇浄化センター （岩国市由宇町港三丁目１番）

　　広瀬浄化センター （岩国市錦町広瀬）

流域下水道等への
接続の有無

５処理区（一文字、尾津、由宇、周南、広瀬）

1,391

処理区域内人口密度
（令和６年４月１日現在）

供用開始年度
（供用開始後年数）

法適（全部適用・一部
適用）非適の区分

26.0

41.3

25.8

13.4

33.8

人口密度(人/ha)

一文字処理区

尾津処理区

13,974

計

一文字処理区

由宇処理区

周南処理区

広瀬処理区

尾津処理区

由宇処理区

周南処理区

広瀬処理区

4,259

392

269

法適（一部適用）
平成27年４月１日から

処理区域面積(ha)

20,683

6,989

処理区域内人口(人)

1,135

52.8

85

103

岩国市公共下水道事業経営戦略

岩国市

公共下水道事業

団 体 名 ：

事 業 名 ：

策 定 日 ：

～計 画 期 間 ：

542

山口県周南流域下水道へ接続（周南処理区）

47,040

・令和５年度に小規模下水道を公共下水道へ接続し、処理場（合併処理浄化槽）を廃止した。

・令和４年度に岩国市汚水処理施設整備構想の見直しを行い、汚水処理の整備率向上の観点から、下
水道整備区域の一部を縮小し合併処理浄化槽による処理方法へ転換した。

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に
基づき実施する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指
す。
　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の
統廃合を含む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

処理区数

処理場数

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

－1－



② 使　用　料

3,135 円 3,564 円

3,135 円 3,577 円

3,135 円 3,597 円

③ 組　織

　　　 １８人　（会計年度任用職員２人を含む）

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

別紙①のとおり

（補足事項）

※「公共下水道事業」は、一文字処理区、尾津処理区、由宇処理区、周南処理区における下水道事業で、「特定環境保全

公共下水道事業」は、広瀬処理区における下水道事業です。

担当業務

基本水量 超過料金（1㎥につき）　（円）

資本勘定支弁職員

１０人

  ８人

令和３年度

令和５年度

損益勘定支弁職員

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。
*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

計

令和４年度 令和４年度

令和５年度

209.0

20㎥を超え50㎥まで

50㎥を超え100㎥まで

176.0

198.0

一般家庭用使用料
体系の概要・考え方

10㎥を超え20㎥まで

超過料金（1㎥につき）　（円）

使用料は基本料金と超過料金（従量使用料）からなっており、また、超過料金部分は使用量の増加

に応じて単価が高くなる累進制を採用しています。

＜一般汚水における使用料（１ヶ月）＞

所管処理区内の下水道施設の維持管理を行います。

建設部 下水道課

周東総合支所

由宇総合支所 農林建設課

都市排水施設課

　公衆浴場については、次の使用料を適用している。

165.0

処理場・ポンプ場の建設及び維持管理を行います。

び維持管理を行います。

下水道の計画、経営管理、使用料の賦課徴収、管路施設の建設及

220.0

基本水量 基本料金（円）

その他の使用料体系
の概要・考え方

10㎥まで 1,485

10㎥まで 1,485 20㎥を超え50㎥まで 176.0

50㎥を超えるもの 34.6

1,000㎥を超え5,000㎥まで

　一般家庭用使用料と同じ。

275.0

100㎥を超え1,000㎥まで

＜公衆浴場汚水における使用料（１ヶ月）＞

10㎥を超え20㎥まで

基本料金（円）

165.0

業務用使用料体系
の概要・考え方

5,000㎥を超えるもの

 イ　土地・施設等利用
　　（未利用土地・施設の活用等）　*5

 ア　エネルギー利用
　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4

該当なし

該当なし

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

実質的な使用料*3
（２０㎥あたり）

令和３年度

事業運営組織

職員数

錦総合支所 農林建設課

部等 課

　 〃

建設課

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

 イ　指定管理者制度

 ア　民間委託
　　（包括的民間委託を含む）

ウォーターPPPの導入可能性を検討しています。

該当なし

終末処理場やポンプ場といった主要な下水道施設は、すべて民間委託により
管理運営しています。なお、尾津処理区の終末処理場（岩国南せせらぎセン
ター）は、包括的民間委託により管理運営しています。

民間活用の状況

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。
*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

資産活用の状況

－2－



２．将来の事業環境

（１） 処理区域内人口の予測

（２） 有収水量の予測

（３） 使用料収入の見通し

処理区域内人口については、令和４年度に策定した岩国市汚水処理施設整備構想による推計値に直近の実績に基づいた

収入で賄えているかを示す経費回収率が令和４年度決算の約９５％から約８６％まで低下し、収益的収支に対する基準外繰

入金も令和４年度決算の約３千１００万円から約１億１千４００万円に増加しています。基準外の繰入金は公共下水道の使用者

以外の方に使用料対象経費である汚水処理費を負担していただいている状況であり、受益者負担、独立採算の原則に照らし

て適正な状況とは言えず、改善していく必要があります。以上を踏まえ、今回策定した投資・財政計画では、使用料の段階的

行うことを見込んでいます。

（１）に示す処理区域内人口の減少に合わせ水洗化人口が減少する見込みであることから、有収水量も減少していく見込み

人口の割合のことで、以下「普及率」という。）が上昇しても使用料収入は減少する見込みとなっています。一方で維持管理費

時点修正を加え算出しています。今後も未整備区域の整備を進めていきますが、人口減少の影響により、令和１６年度までの

１０年間で約２千人減少する見込みです。

（１）（２）の減少見込みなどにより、既存の使用料体系を維持すると下水道処理人口普及率（行政人口に対する処理区域内

です。

は物価高騰の影響により増加する見込みとなっており、令和５年度決算においても、使用料対象経費のうちどれだけ使用料

な改定を視野に、まずは令和９年度決算において経費回収率９０％以上の達成を目標に、令和８年１０月から１１％の改定を

（人）

Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

47,040 46,927 46,833 46,670 46,528 46,369 46,207 46,019 45,796 45,596 45,354 45,121

Ｒ6からの
増減

処理区域内人口 △ 1,806

Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

43,490 43,380 43,290 43,133 42,996 42,846 42,693 42,513 42,303 42,115 41,887 41,667

Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

5,005 5,012 5,002 4,995 4,979 4,966 4,951 4,936 4,918 4,896 4,877 4,853

　水洗化人口 △ 1,713

（千㎥）
Ｒ6からの

増減

（人）
Ｒ6からの

増減

有収水量 △ 159

〇使用料収入の実績・見込み（金額は税抜き） 実績← →見込み  R8.10月改定 （百万円）

H31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

改定前（A） 848 848 837 827 820 821 819 818 816 814 811 809 806 802 799 795

改定後（B） - - - - - - - 863 905 903 900 898 894 890 887 882

増減（B-A） - - - - - - - 45 89 89 89 89 88 88 88 87

〇収益的収支に対する基準外繰入金の実績・見込み （百万円）

H31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

改定前（A） 21 18 20 31 114 136 148 162 179 180 190 191 175 171 171 180

改定後（B） - - - - - - - 117 89 90 101 102 86 83 83 92

増減（B-A） - - - - - - - △ 45 △ 90 △ 90 △ 89 △ 89 △ 89 △ 88 △ 88 △ 88

〇経費回収率の実績・見込み （％）

H31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

改定前（A） 98% 98% 97% 95% 86% 85% 83% 82% 81% 81% 80% 80% 81% 82% 82% 81%

改定後（B） - - - - - - - 87% 90% 90% 89% 89% 90% 91% 91% 90%

増減（B-A） - - - - - - - 5% 9% 9% 9% 9% 9% 9% 9% 9%
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（４） 施設の見通し

（５） 組織の見通し

３．経営の基本方針

に努め、事業用施設を適切に維持管理し、経営に関する情報を積極的に開示しながら事業を運営していく方針です。

る必要があります。

このように、本市の下水道事業は今後も多額の建設投資を必要としている一方で、人口の減少、水需要の減少、物価の高

騰などといった社会環境の変化によって、事業を取り巻く環境は年々厳しさを増していくものと予想されます。

健全な発展と公衆衛生の向上に寄与し、また公共用水域の水質を保全し豊かな自然環境の維持に貢献する役割を果たすも

があり、さらに、近年の集中豪雨等による浸水被害の軽減を図るための雨水対策や巨大地震に備えた施設の耐震化も実施す

こうした中、独立採算を基本原則とする公営企業として健全な経営を行うため、一層の経費節減と適正な使用料収入の確保

のとして、市民の安心・安全な生活に欠くことのできない都市基盤です。

本市の下水道事業は昭和２６年に当初事業認可を受け、昭和５６年に一文字処理区の供用を開始し、平成１０年には尾津

処理区を新たに事業計画に追加し、さらに、平成１８年の市町村合併により由宇処理区、周南処理区、広瀬処理区が追加と

令和５年度末における普及率約３７％は全国平均及び県内平均を下回っており、早急に未整備区域の整備を進める必要が

あります。一方で、事業着手から５０年以上が経過し一部施設の老朽化が進んでおり、施設更新もあわせて計画的に行う必要

岩国市水道局に委任して、上下水道料金徴収事務一元化を行ったことにより、利便性の向上、事務の効率化及び経費の削

組織の現状は、１（１）③のとおりであり、今後も未整備区域の整備を進め、老朽施設の更新を行い、また、施設を適切に管

なり現在に至っています。

　令和５年度末に公共下水道事業で管理する施設は次のとおりです。なお、計画期間に廃止する予定の施設はありません。

減を図っており、今後もこの体制は維持していく方針です。

理する必要があることから、最低でも現体制を維持する必要があります。なお、令和３年度から下水道使用料の徴収事務を

下水道は、市街地における雨水を速やかに排除し浸水を防ぐとともに、汚水を適正かつ効率的に排除することにより都市の

合流 分流汚水 分流雨水

１施設
（雨水調整池含む）

尾津処理区 45.2km 11.1km １施設 ２施設 ３施設

由宇処理区 29.4km 2.7km １施設 ５施設

周南処理区 118.8km 3.0km 18施設

広瀬処理区 22.5km １施設 28施設

マンホールポンプ場 真空ステーション

一文字処理区 87.5km 31.9km 0.7km ２施設 １施設 ５施設 １施設

管路
終末処理場 中継ポンプ場 雨水ポンプ場
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４．投資・財政計画（収支計画）

別紙②のとおり

①収支計画のうち投資についての説明

ア．未整備区域の整備について

　

○計画期間内における整備費見込み（表①-１）

Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

1,639 2,302 1,651 1,407 1,591 1,645 1,766 1,656 1,309 1,288 1,523 1,731

0 270 78 0 608 1,416 701 962 956 923 13 0

1,639 2,572 1,729 1,407 2,199 3,061 2,467 2,618 2,265 2,211 1,536 1,731

※金額は税込みです。

○各年度末の処理区域内人口見込み（表①-２）
（人）

Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

20,683 20,617 20,568 20,470 20,392 20,309 20,221 20,130 20,011 19,912 19,784 19,677

6,989 7,110 7,234 7,338 7,445 7,547 7,646 7,740 7,819 7,903 7,974 8,049

4,259 4,217 4,178 4,138 4,098 4,056 4,019 3,976 3,932 3,887 3,845 3,799

13,974 13,879 13,782 13,682 13,580 13,474 13,367 13,248 13,135 13,020 12,902 12,772

1,135 1,104 1,071 1,042 1,013 983 954 925 899 874 849 824

47,040 46,927 46,833 46,670 46,528 46,369 46,207 46,019 45,796 45,596 45,354 45,121

の影響により、尾津処理区を除き、処理区域内人口自体が減少する見込みとなっています。普及率は図①-１のとおり

推移し、全国平均・県内平均に比べ、下回る状態が続く見込みとなっています。

管きょ新設

処理場増設等

（百万円）

Ｒ6～Ｒ16
合計

17,869

5,927

△ 418

△ 1,107

△ 940

939

△ 280

（１）投資・財政計画（収支計画）

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

令和５年度末における普及率は３７．４％となっており、全国平均（８１．４％）・県内平均（６９．４％）を下回ってい

なっており、残された未整備区域の整備を着実に進め、普及率の向上を図る必要があります。

ます。下水道事業の経営基盤を強化するためには、有収水量を確保し、使用料収入を増やすことが重要な課題と

計画期間内における下水道の整備は表①-１のとおり予定していますが、表①-２のとおり整備が進んでも人口減少

尾津処理区

23,796計

Ｒ6からの
増減

由宇処理区

周南処理区
（玖珂・周東）

広瀬処理区

計 △ 1,806

一文字処理区
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○普及率の見込み（図①-１）

イ．老朽化施設の改築・更新について

○計画期間内における改築・更新事業費見込み（表①-３）
（百万円）

Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

165 226 185 184 184 196 197 187 184 184 196 197

1,399 804 932 1,592 1,256 18 0 73 171 0 0 0

912 363 738 981 540 749 118 97 319 371 265 94

2,476 1,393 1,855 2,757 1,980 963 315 357 674 555 461 291

※金額は税込みです。

4,635

Ｒ6～Ｒ16
合計

備を更新する際には、動力費等を抑制するため、省エネルギータイプの導入について検討します。

2,120

11,601

処理場施設

計

本市の下水道事業は、事業着手から５０年以上が経過し、施設の老朽化が進んでいることから、ストックマネジメント

4,846ポンプ場施設

計画に基づき事業費の平準化を図り、計画的かつ効率的な改築・更新を実施します。また、ポンプ場や処理場の設

管きょ施設

Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

岩国市 37.4% 37.8% 38.2% 38.6% 39.0% 39.3% 39.7% 40.1% 40.5% 40.9% 41.3% 41.7%

R5県平均 69.4% 69.4% 69.4% 69.4% 69.4% 69.4% 69.4% 69.4% 69.4% 69.4% 69.4% 69.4%

R5全国平均 81.4% 81.4% 81.4% 81.4% 81.4% 81.4% 81.4% 81.4% 81.4% 81.4% 81.4% 81.4%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

普及率の見込み
岩国市 R5県平均 R5全国平均
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ウ．防災・安全対策について

エ．建設投資全体について

○計画期間内における全建設投資額の見込み（図①-２）

※金額は税込みです。

近年、発生が危惧されている南海トラフ地震、日本各地で頻発している集中豪雨や都市化の進展に伴う水害リスク

令和１０年度までは、旭町ポンプ場の更新や岩国南せせらぎセンターの汚水ポンプ施設の建設等の大型事業によ

の高いものから着手し、可能な限り事業費の平準化を図りつつ、より有利な財源を活用していく方針です。

の増大に対し、巨大地震や水害が発生した際に処理場及びポンプ場施設の機能が失われることは、市民生活や公

衆衛生のみならず、災害復興にも多大な影響を及ぼすことになることから、「岩国市上下水道耐震化計画」及び「岩国

市公共下水道耐水化計画」に基づき、施設の耐震化及び耐水化を実施することにより、災害発生時の処理機能の確

保を図り、防災・安全対策に努めていく方針です。

り、年間４０億円前後の金額で推移する見込みとなっていますが、令和１１年度以降は年間３０億円を下回る金額で推

度基準）」の上昇率を参考に、年２．４％の上昇を見込んで計算しています。建設投資を行うに当たっては、優先順位

移する見込みです（図①-２）。なお、物価の高騰を反映させるため、国土交通省「建設工事費デフレーター（２０１５年

1,639 

2,572 

1,729 

1,407 

2,199 

3,061 

2,467 
2,618 

2,265 2,211 

1,536 
1,731 

2,476 

1,393 

1,855 
2,757 

1,980 

963 

315 

357 

674 
555 

461 
291 

4,115 

3,965 

3,584 

4,164 4,179 

4,024 

2,782 

2,975 2,939 

2,766 

1,997 2,022 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

全建設投資額とその内訳
新規投資 改築・更新投資（百万円）
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②収支計画のうち財源についての説明

ア．投資財源について

　

　

○国土交通省補助により建設投資を行った場合の財源構成（図②-１）

＜管きょ等の場合＞

企　業　債

45％

下水道事業の建設投資は、通常、国庫補助金、企業債、受益者負担金などの外部資金に使用料収入を主な源泉と

する自己資金を加えて行われます（図②-１）。

　企業負担をできるだけ少なくするため、可能な限り国が実施する各種の補助事業（社会資本整備総合交付金など）に

より建設投資を行い、単独財源による建設投資は極力抑制する必要があります。

なお、本市の下水道事業はいまだ普及率が低いこともあり、毎年度の収益により自己資金を確保できる状況ではない

ため、一般会計からの出資により建設投資の財源を確保している状況です。

国庫補助金

55％

（※）終末処理場の補助率は、水処理設備や汚泥処理設備な

どは55％（高率補助）ですが、一部施設について50％（低率補

助）となるものもあります。

国庫補助金

50％

＜終末処理場の場合（※）＞

企　業　債

45％

自己資金

5%
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○計画期間内における建設投資財源見込み（図②-２）

イ．企業債について

　　令和５年度末における下水道事業の企業債残高は、約１８９億９千１００万円となっています。

岩国地区や川下地区をはじめとした未普及地域への汚水管の整備、ストックマネジメント計画に基づく老朽化施設の

改築更新を今後も継続的に実施していくことに加え、旭町ポンプ場の更新や岩国南せせらぎセンターの汚水ポンプ施

設の建設等といった大型事業を行うことにより、企業債の借入額が償還額を上回る状況が続くことから、令和１４年度ま

※金額は税込みです。

で企業債残高は増加する見込みとなっています（図②-３）。

2,109 

1,705 

1,423 

2,194 
2,088 

1,723 

1,014 
1,128 1,133 1,102 

662 614 

1,744 

1,868 

1,867 

1,713 
1,801 

2,000 

1,448 

1,606 1,518 
1,450 

1,087 1,094 

30 

20 

11 

22 19 

21 

22 

23 
22 

18 

18 21 

232 

372 

283 

235 271 

280 

298 

218 
266 

196 

230 293 

4,115 

3,965 

3,584 

4,164 4,179 

4,024 

2,782 

2,975 2,939 

2,766 

1,997 2,022 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

建設投資の財源見込み
国庫補助金 企業債 受益者負担金 その他（自己資金）

（百万円）
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○計画期間内の各年度末における企業債残高見込み（図②-３）

※企業債残高のうち、合流式下水道の建設資金として借り入れたものについては、雨水：汚水＝６：４で試算しています。

14,284 14,626 14,757 14,615 14,690 
15,403 15,748 16,269 16,614 16,943 16,938 16,999 

4,707 
5,031 

5,468 6,005 6,408 
6,376 6,132 

5,934 5,845 5,716 5,567 5,368 18,991 
19,657 

20,225 
20,620 

21,098 
21,779 21,880 

22,203 22,459 22,659 22,505 22,367 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16
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ウ．下水道使用料について

　

(ⅰ)水洗化人口と有収水量の見込み

更なる向上を目指す必要があります。

○処理区域内人口及び水洗化人口見込み（表②-１）

Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

47,040 46,927 46,833 46,670 46,528 46,369 46,207 46,019 45,796 45,596 45,354 45,121

43,490 43,380 43,290 43,133 42,996 42,846 42,693 42,513 42,303 42,115 41,887 41,667

○有収水量の見込み（表②-２）

Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

5,005 5,012 5,002 4,995 4,979 4,966 4,951 4,936 4,918 4,896 4,877 4,853

水洗化率（下水道接続人口／処理区域内人口）は、令和５年度末において約９２％となっており、計画期間内の水

洗化率も概ね同率で推移するものと見込んでいますが、下水道事業の安定経営のため、有収水量の確保は重要な課

題であり、人口減少や水需要の減少など事業を取り巻く環境が変化する中で持続的に事業を運営していくためには、

下水道整備区域にお住まいの方には可能な限り速やかに下水道への接続をしていただくようお願いし、水洗化率の

△ 1,806

Ｒ6からの
増減

処理区域内人口

水洗化人口

有収水量

（千㎥）

（人）

下水道使用料は、市民生活に不可欠なサービスである下水道を安定的に運営していくための重要な財源であり、独

△ 1,713

Ｒ6からの
増減

立採算を基本原則とする公営企業として健全な経営を維持するための基礎となるものです。

使用料収入を安定的に確保するためには、普及率の向上に努めるとともに、使用料体系・水準についても、能率的

な経営の下における適正なものとなるよう定期的に見直しを行う必要があります。

　下水道整備に伴い普及率は向上しますが、人口減少の影響により、水洗化人口（表②-１）及び有収水量（表②-２）と

もに計画期間内において減少する見込みとなっています。

△ 159
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(ⅱ)使用料水準について

○使用料水準（２０㎥／月）の推移（合併以降）（表②-３）

H26 使用料改定

Ｒ１ 使用料改定

※金額は税込みです。県平均・全国平均は、令和５年度公営企業決算状況調査（総務省）による公共下水道事業（特定環境保全公共下水道事業

を含まない）の平均です。

Ｒ５県平均　　 3,207円

年度 新岩国 旧岩国 旧由宇 旧玖珂・周東 旧錦 備　考

Ｈ18 2,252円 2,835円 2,730円

～

Ｈ19 2,619円 H19 旧岩国使用料改定

Ｈ20

Ｈ26

～

Ｒ１

Ｈ25

～

Ｒ５全国平均　2,900円

3,135円Ｒ１

～

2,600円

Ｈ21 2,835円 H21 使用料統一

3,078円

本市における使用料は基本料金と超過料金（従量料金）からなっており、現在の月額使用料（一般汚水２０㎥あたり）

は税込みで３，１３５円（税抜き２，８５０円）です。使用料の水準は改定を繰り返し、令和５年度決算ベースでは、山口県

平均と同程度となっています（表②-３）。
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(ⅲ)使用料対象経費の考え方について

企業債元金償還金 減価償却費

企業債利息 企業債利息

(ⅳ)使用料対象経費の見込みについて

(ⅴ)使用料収入の見込みについて

維持管理費については、雨水処理費を除くほぼすべてが使用料対象経費であり、物価高騰などによって増加してい

大部分が繰入基準に該当するため、令和９年度をピークに減少していく見込みとなっています。使用料対象経費全体

使用料対象経費とは、維持管理費と資本費の合計額から公費負担部分などを除いた使用料収入により賄う必要のあ

官庁会計方式の場合 企業会計方式の場合

維持管理費

資本費

く見込みとなっています。減価償却費や企業債利息といった資本費については、新たな整備により発生する資本費の

としては大きな増減はなく、計画期間において１０億円前後で推移する見込みです（図②-４）。

の達成を目標に、令和８年１０月から１１％の改定を見込んでいます（図②-４、図②-５）。

る経費のことです。本市の公共下水道事業については、平成27年度に地方公営企業法の財務規定を適用し、会計方

維持管理費

資本費

式を現金主義による官庁会計方式から発生主義による企業会計方式に移行したことから、資本費の対象が、「企業債

元金償還金と利息」から「減価償却費と利息」へと変わっています。

り、受益者負担、独立採算の原則に照らして適正な状況とは言えません。このような状況を改善していくため、今回策

定した投資・財政計画では、使用料の段階的な改定を視野に、まずは令和９年度決算において経費回収率９０％以上

今後の使用料収入の見込みについては、既存の使用料体系を維持すると普及率が上昇しても、(ⅰ)の見込みにより

減少していく見込みとなっています。一方で、維持管理費は物価高騰などにより増加していく見込みであり、令和５年

度決算では経費回収率が前年度比で８．８ポイント低下し、収益的収支に対する基準外繰入金は、約８千３００万円増

加しています。基準外繰入金は公共下水道の使用者以外の方に使用料対象経費を負担していただいている状況であ

－13－



※金額は税抜きです。

業決算状況調査（総務省）の数値から算出しています。

※全国平均・県平均は地方公営企業法を適用している公共下水道事業（特定環境保全公共下水道事業を含まない）における令和５年度の公営企

○経費回収率の見込み（図②-５）

○使用料収入と使用料対象経費の見込み（図②-４）

820 821 819
863

905 903 900 898 894 890 887 882

745 742 748 756 764 771 778 785 793 800 807 814

210 230 234 239 240 232 232 223 197 182 172 169

955
972 982 995 1,004 1,003 1,010 1,008

990 982 979 983

0
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使用料収入と使用料対象経費の見込み
使用料収入 維持管理費 資本費

（百万円）

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

岩国市 85.8% 84.5% 83.5% 86.8% 90.2% 90.1% 89.1% 89.0% 90.4% 90.6% 90.6% 89.7%

R5県平均 94.2% 94.2% 94.2% 94.2% 94.2% 94.2% 94.2% 94.2% 94.2% 94.2% 94.2% 94.2%

R5全国平均 92.1% 92.1% 92.1% 92.1% 92.1% 92.1% 92.1% 92.1% 92.1% 92.1% 92.1% 92.1%

70.0%
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95.0%
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エ．一般会計からの繰入金について

(ⅰ)基準内繰入金について

(ⅱ)基準外繰入金について

経費別の内訳（図②-６）では、まず、資本費に対する繰入金は、令和５年度決算で約１１億６千５００万円でしたが、令

和１６年度には約１５億９００万円に増加する見込みで、これは、旭町ポンプ場の更新といった雨水処理施設の整

備や、未普及地域への汚水管の敷設、岩国南せせらぎセンターの汚水ポンプ施設の建設等の分流式下水道の整備

に伴って繰入対象となる減価償却費と企業債利息が増加していくためです。

５００万円に増加する見込みです。これは主に雨水処理経費及び汚水処理経費のうち人件費を対象とするものです

が、物価高騰や人件費の上昇を見込んでいることから、増加見込みとなっています。

基準外繰入金は、令和５年度決算で約３億２千２００万円でしたが、令和１６年度には約２億３００万円に減少する

次に、資本的収支に対する繰入金は、自己資金の不足額を補填するために繰入れるもので、令和５年度決算で約２

見込みです（図②-８）。

料を改定する見込みとしていることが要因です。

まず、収益的収支に対する繰入金は、毎年度の損益計算における収益の不足額を埋めるもので、令和５年度決算で

約１億１千４００万円でしたが、令和１６年度には約９千２００万円に減少する見込みです。これは令和８年１０月から使用

億２千４００万円に増加する見込みです。

次に、維持管理費に対する繰入金は、令和５年度決算で約１億９千４００万円でしたが、令和１６年度には約２億１千

公営企業における独立採算とは、すべての経費をその収入（使用料収入）のみで賄うという趣旨ではなく、性質上利

用者負担になじまない経費など一定の経費については一般会計等で負担すべきとされています。

下水道事業の場合も、例えば雨水処理に要する経費などは使用料収入により回収すべき性質のものではないため、

全額が一般会計からの繰入金により賄われています。汚水処理経費についても、事業の実施による公共的利益という

観点などから、一定の枠内で一般会計からの繰入金によりその一部を賄うことが制度的に定められています。このよう

な、利用者負担になじまない経費として一般会計から下水道事業に対して繰入れることとされているものは、国が定め

る「繰出基準」により明確に規定されており、使用料収入とともに事業運営のための大きな財源となっています。

公営企業の経営にあっては、使用料収入と繰出基準に基づく一般会計からの繰入金（基準内繰入金）によりその経

費のすべてを賄うことが本来の形です。ところが、本市の下水道事業はいまだ普及率が低く、近年の物価高騰や人口

減少の影響もあり、やむをえず繰出基準に基づかない一般会計からの繰入金（基準外繰入金）を受け入れることで

事業運営を維持している状況です。

基準内繰入金は、令和５年度決算で約１３億５千９００万円でしたが、下水道整備の進捗により令和１６年度には約１７

億８００万円でしたが、令和１６年度には約１億１千１００万円に減少する見込みです。
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(ⅲ)繰入金全体について

○基準内繰入金の見込み（経費別）（図②-６）

○基準内繰入金の見込み（汚水・雨水別）（図②-７）

一般会計からの繰入金の全体額は、令和５年度決算で約１６億８千１００万円でしたが、令和１６年度には約１９億２千

７００万円に増加する見込みです（図②-９）。
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○基準外繰入金の見込み（図②-８）

○一般会計からの繰入金全体額の見込み（図②-９）
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③収支計画のうち投資以外の経費についての説明

ア．下水道事業の費用について

○令和５年度決算における費用構成（図③-１）

※端数処理により構成比率の合計は１００%にならない場合があります。

下水道事業の費用は、維持管理費と資本費（減価償却費と企業債利息）の合計からなっていますが、令和５年度決

算における経常費用（営業費用と営業外費用の合計）の内訳は図③-１のとおりとなっています。左のグラフは損益計

算書に計上された経常費用全体額の内訳で、右のグラフは経常費用のうち使用料収入で回収すべき部分のみ（各費

用の全体額から、基準内繰入金や固定資産取得時の国庫補助金相当額など使用料収入により回収する必要のない

部分を除いた金額）の内訳です。減価償却費及び企業債利息については基準内繰入金などにより公費負担とされる

部分も多く、使用料対象経費の４分の３以上を維持管理費が占めています。

費用の将来見込みもほぼ同様の構成比率で推移します（表③-１）。健全な事業運営を維持するため、常に効率的な

維持管理を意識し、経費節減に努めます。

減価償却費
1,989 
62.2%

維持管理費
956 

29.9%

利息
252 

7.9%

費用構成（Ｒ５決算）

＜全体額＞

3,197 

中段：税抜き決算額（百万円）

合計

（減価償却費には、資産減耗費を含めています）

減価償却費
185 

19.4%

維持管理費
745 

78.0%

利息
25 

2.6%

費用構成（Ｒ５決算）

＜使用料対象経費のみ＞

合計

中段：税抜き決算額（百万円）

955 

（減価償却費には、資産減耗費を含めています）
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○下水道事業費用の将来見込みと費用構成（表③-１）

（全体額）

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

956 935 944 954 964 973 983 992 1,001 1,011 1,020 1,030

(29.9%) (28.8%) (27.3%) (26.8%) (26.3%) (25.8%) (25.4%) (25.7%) (25.9%) (26.0%) (26.0%) (26.3%)

1,989 2,052 2,248 2,322 2,405 2,490 2,561 2,531 2,513 2,508 2,529 2,514

(62.2%) (63.3%) (64.9%) (65.2%) (65.5%) (65.9%) (66.1%) (65.5%) (65.0%) (64.6%) (64.5%) (64.2%)

252 255 271 287 300 315 333 340 352 362 370 372

(7.9%) (7.9%) (7.8%) (8.1%) (8.2%) (8.3%) (8.6%) (8.8%) (9.1%) (9.3%) (9.4%) (9.5%)

3,197 3,242 3,463 3,563 3,669 3,778 3,877 3,863 3,866 3,881 3,919 3,916

(100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%)

※金額は税抜きです。

（使用料対象経費のみ）

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

745 742 748 756 764 771 778 785 793 800 807 814

(78.0%) (76.3%) (76.2%) (76.0%) (76.1%) (76.9%) (77.0%) (77.9%) (80.1%) (81.5%) (82.4%) (82.8%)

185 208 211 215 214 205 203 195 169 153 142 139

(19.4%) (21.4%) (21.5%) (21.6%) (21.3%) (20.4%) (20.1%) (19.3%) (17.1%) (15.6%) (14.5%) (14.1%)

25 22 23 24 26 27 29 28 28 29 30 30

(2.6%) (2.3%) (2.3%) (2.4%) (2.6%) (2.7%) (2.9%) (2.8%) (2.8%) (3.0%) (3.1%) (3.1%)

955 972 982 995 1,004 1,003 1,010 1,008 990 982 979 983

(100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%)

※金額は税抜きです。

（百万円）

維持管理費

減価償却費

企業債利息

計

（百万円）

維持管理費

減価償却費

企業債利息

計
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イ．維持管理費について

○維持管理費の構成（表③-２）

(ⅰ)職員給与費について

管きょ費（管路施設の維持管理業務） １名

ポンプ場費（ポンプ場の維持管理業務） １名

処理場費（終末処理場の維持管理業務） ２名

総係費（一般管理業務及び料金徴収業務） ４名

８名

※職員数は令和６年度末の予定人数です。職員給与費は令和６年度の税抜きの決算見込額で給料、手当、法定福利費の合計です。

経常費用のうちの維持管理費は、次のような費用から構成されています。

職員給与費

修繕費

委託費

下水道施設（処理場・ポンプ場等）の運転に必要な電気代や燃料代

下水の処理に必要な各種薬品、水質試験用試薬などの購入費用

下水道施設（管きょ・処理場・ポンプ場など）の修繕費用

下水道施設の維持管理や汚泥処分など各種の委託費用
職員給与費以外

動力費

薬品費

周南流域下水道に対する維持管理負担金

維持管理業務に従事する職員に対する基本給、諸手当、法定福利費

上記以外の費用

流域下水道
維持管理負担金

その他

下水道事業に従事する職員のうち建設事業以外の業務に従事する職員数は令和６年度末で８名の予定です。今

後、下水道の普及率向上に伴い業務量の増加も予想されますが、市全体での定員管理計画の取組も踏まえ、計画

期間内における職員数は８名のまま据え置いています。常に業務の効率化を図り、適正な職員数で事業を運営します。

なお、職員給与費については、令和７年度以降、令和６年度の決算見込額に直近１０年間の人事院給与勧告増減率

の平均、年０．８％の上昇を見込んで計算しています。

（※本市の下水道事業は地方公営企業法の組織規定を適用していないため、市一般職員が下水道事業の業務に従

76,839千円

職員数

○職員数及び職員給与費の業務別内訳（表③-３）

職員給与費

8,824千円

事します。市の一般行政部局と下水道部局間で人事異動が行われ、給与体系は市一般職員と同じです。）

支出科目（従事業務）

計

8,587千円

17,280千円

42,148千円
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(ⅱ)動力費について

(ⅲ)薬品費について

人口減少の影響により処理水量自体は減少する見込みですが、物価高騰を見込んだことから、全体では増加する見

※金額は税抜きです。

○動力費の見込み（図③-２）

込みとなっています（図③-２）。なお、物価の上昇については、総務省「２０２０年基準消費者物価指数」の上昇率を参

考に、年１．１％の上昇を見込んで計算しています。今後も使用量と契約内容を常に検証し有利な価格での調達に努

めていきます。

動力費と同じく処理水量は減少しますが、物価高騰により薬品費も増加が見込まれます（図③-３）。動力費と同様、

可能な限り有利な価格での調達に努めていきます。

○薬品費の見込み（図③-３）

※金額は税抜きです。なお、尾津処理区の岩国南せせらぎセンターは「包括的民間委託」により施設を運営しているため、市が直接薬品購入を行い
ません。

99,443 99,919 100,958 102,009 103,108 104,120 105,220 106,216 107,288 108,327 109,396 110,516

23,384 25,819 26,131 26,451 26,780 27,086 27,417 27,720 28,044 28,356 28,673 29,006 
122,827 

125,738 127,089 128,460 129,888 131,206 132,637 133,936 135,332 136,683 138,069 139,522 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

動力費の見込み

管きょ・ポンプ場費 処理場費

（千円）（千円）

6,374 6,339 6,400 6,462 6,524 6,583 6,647 6,703 6,765 6,823 6,882 6,944

3,218 3,217 3,224 3,231 3,240 3,245 3,251 3,258 3,262 3,264 3,266 3,272 

335 335 329 322 316 310 304 298 292 286 282 276 9,927 9,891 9,953 10,015 10,080 10,138 10,202 10,259 10,319 10,373 10,430 10,492

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

薬品費の見込み
広瀬浄化センター

由宇浄化センター

一文字終末処理場

（千円）（千円）
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○修繕費の過去３ヵ年実績（表③-４）

管きょ

ポンプ場

処理場

※金額は税抜きです。

※金額は税抜きです。

○委託費の見込み（図③-４）

ます。人口減少の影響により処理水量自体は減少する見込みですが、物価高騰により委託費の全体は増加する見込

みです（図③-４）。なお、業務の委託にあたっては常に契約内容を検証し、適正価格での委託に努めていきます。

16,744

など固定的に発生する費用のほか、脱水汚泥の処分業務など処理水量の多少によって変動的に発生する費用があり

(ⅴ)委託費について

7,347

19,498

下水道事業の業務の多くは民間委託により行っています。処理場・ポンプ場など下水道施設の維持管理や保守点検

44,057

16,87117,212

10,738

22,705

50,187

費用です。過去３か年（令和３年度～令和５年度）における支出額の平均（表③-４）に物価の高騰を加味して将来費用

繕費の削減と費用の平準化を図ります。

8,187

23,114

48,172

16,680

25,501

58,329合計

（千円）

管きょ、ポンプ場、処理場など下水道施設の修繕の必要に応じて、小規模な修理工事や部品の取替えを行うための

R5
決算額

R3
決算額

16,148

３ヵ年平均

(ⅳ)修繕費について

R4
決算額

を見込んでいます。今後もストックマネジメント計画に基づき計画的かつ効率的な施設の維持管理を行い大規模な修

381,749 380,002 384,518 389,128 393,806 398,181 402,876 407,179 411,742 416,081 420,557 425,179 

49,181 49,105 49,626 50,152 50,711 51,228 51,791 52,304 52,864 53,413 53,969 54,564 47,970 48,503 48,153 48,677 49,248 49,772 50,344 50,868 51,439 52,011 52,582 53,202 478,900 477,610 482,297 487,957 493,765 499,181 505,011 510,351 516,045 521,505 527,108 532,945 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

委託費の見込み
管きょ・その他 ポンプ場 処理場

（千円）
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○周南処理区の水洗化人口、汚水量、維持管理負担金の見込み（表③-５）

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

13,041 12,952 12,862 12,768 12,673 12,574 12,475 12,363 12,258 12,151 12,041 11,919

1,908 1,913 1,904 1,894 1,884 1,874 1,864 1,853 1,842 1,830 1,819 1,808

139 139 140 141 142 142 143 144 144 145 146 147

※負担金の金額は税抜きです。

(ⅶ)民間活力の活用について

下水道事業は、多くの業務を民間委託により実施しています。処理場・ポンプ場の維持管理はすべて民間委託して

おり、尾津処理区の岩国南せせらぎセンターは、「包括的民間委託（※）」により運営しています。更なるサービス向上

方針です。

（※包括的民間委託とは、民間業者に対して施設管理に「一定の性能」（放流水質等）の確保を条件として課す一方

で、運転管理については資材等の調達も含めて民間業者の自由な裁量に任せることで、業務の効率化と維持管理費

(ⅵ)流域下水道維持管理負担金について

負担金
（百万円）

の削減を図るものです。）

周南処理区（玖珂・周東）は単独の終末処理場を所有しておらず、同処理区から生じる汚水は山口県が運営する周

南流域下水道の周南浄化センター（光市大字浅江）で処理されます。周南流域下水道の維持管理費は、岩国市、光

市及び周南市の３市がそれぞれの汚水量などに応じてその費用の一部を負担しています。

加するものと見込んでいます（表③-５）。

人口減少の影響もあり、水洗化人口と汚水量は減少する見込みとなっていますが、物価高騰に伴い負担金の額は増

△ 105

8

水洗化人口
（人）

汚水量
（千㎥）

R6からの
増減

△ 1,033

やコスト削減のため、今後も、民間活力の活用について常にその可能性を検討し、効率的な事業運営につなげていく

－23－



ウ．減価償却費について

管きょ、桝、人孔など

マンホールポンプなど

施設建屋など

流入渠、放流渠など

ポンプ設備、受変電設備など

施設建屋など

沈殿施設、反応タンク施設など

沈砂設備、汚泥脱水機など

エ．利息（企業債利息）について

○企業債残高の利率別内訳（表③-７）

○主要な固定資産の耐用年数（表③-６）

施設名

て見込んでいます。

における企業債残高の利率別内訳は表③-７のとおりとなっており、今後新たに借り入れる企業債の利率は年２％とし

（百万円）

建物

建設投資の際に借り入れる企業債の利息支払額は、大型事業の影響などにより増加する見込みです。令和５年度末

管路施設

資産分類

構築物

機械及び装置

減価償却費は、表③-１で示したとおり令和１０年度までの大型事業に伴う固定資産の増加により令和１１年度まで増

　なお、減価償却費の算定に使用した主要な固定資産の耐用年数は表③-６のとおりです。

加しますが、令和１２年度以降は概ね横ばいで推移する見込みです。　

耐用年数 該当資産の例

利率 残高

5,662

8,290

4,927

112

0

５０年

１０～２０年

ポンプ場施設

建物

構築物

機械及び装置

構築物

機械及び装置

８～５０年

１０～５０年

６～３０年

８～５０年

処理場施設 １０～５０年

６～３５年

18,991

１％未満

１～２％未満

２～３％未満

３～４％未満

４～５％未満

計
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○汚水処理原価と維持管理原価の見込み（表③-８）

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

190.9 194.0 196.4 199.2 201.7 202.0 204.0 204.3 201.4 200.6 200.8 202.6

148.9 148.1 149.6 151.4 153.5 155.3 157.2 159.1 161.3 163.4 165.5 167.8

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

６．経費回収率向上に向けたロードマップと業績目標

経営戦略の事後検
証、改定等に関する事
項

　このたび策定した経営戦略は、毎年度進捗管理（モニタリング）を行い実施状況について評
価・検証を行うとともに、３～５年ごとに見直し（ローリング）を行います。見直しにあたっては、
「投資・財政計画（収支計画）」と実績との乖離を検証し、ＰＤＣＡサイクル（Plan<計画>－Do<
実行>－Check<評価>－Action<改善>）を活用します。また、最新の情報により事業を取り巻
く環境の変化を把握したうえで将来予測を更新し、必要に応じて経営健全化のための新たな
取組を検討します。

経営健全化に関する
定量的な業績指標及
び目標年限

経費回収率向上に向
け、収入増加のための
具体的取組及び実施
時期

令和９年度決算における経費回収率を９０％以上とするため、令和８年度中に下水道使用料
の改定を行います。

経営健全化に関する定量的な業績指標及び目標年限は次のとおりとします。
①経常収支比率：１００％以上を継続します。
②経費回収率：令和５年度決算約８６％を、まずは令和９年度決算において９０％以上としま
す。その後の目標とする率や年度の設定については、社会経済情勢等を考慮しながら、経営
戦略の改定ごとに検討します。

汚水処理原価（使用料対象経費/有収水量）と維持管理原価（使用料対象経費のうち維持管理費のみ/有収水量）

の見込みは表③-８のとおりです。維持管理の効率化と経費節減に取り組み、原価低減を目指します。

汚水処理原価

維持管理原価

（円／㎥）

オ．汚水処理原価と維持管理原価について

R6からの
増減

8.6

19.7

－ 改定 改定 改定

－ 検証 実施 検証 検証

経常収支比率 100.0%

経費回収率 85.8% 90％以上

使用料改定 必要に応じて実施

経営戦略

業
績
目
標

100％以上を維持

経営戦略改定時に使用料改定の検証結果等を踏
まえ目標値を設定

  年度
 項目

Ｒ５実績 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16
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い
て

経
常

収
支

比
率

は
、

前
年

度
と

同
水

準
と

な
っ

て
い

る
。

累
積

欠
損

金
は

生
じ

て
お

ら
ず

、
累

積
欠

損
金

比
率

は
０

％
と

な
っ

て
い

る
。

　
流

動
比

率
は

、
前

年
度

と
比

較
し

て
増

加
し

て
い

る
が

、
類

似
団

体
と

比
較

す
る

と
低

水
準

で
あ

る
。

　
企

業
債

残
高

対
事

業
規

模
比

率
は

、
前

年
度

と
比

較
し

て
増

加
し

て
い

る
が

、
こ

れ
は

、
主

に
建

設
改

良
の

た
め

の
企

業
債

残
高

が
増

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
も

の
で

あ
る

。
　

経
費

回
収

率
は

、
前

年
度

と
比

較
し

て
減

少
し

、
汚

水
処

理
原

価
は

、
前

年
度

と
比

較
し

て
増

加
し

て
い

る
が

、
こ

れ
は

、
維

持
管

理
費

が
増

と
な

り
、

使
用

料
及

び
年

間
有

収
水

量
が

減
と

な
っ

た
こ

と
に

よ
る

も
の

で
あ

る
。

汚
水

処
理

原
価

は
類

似
団

体
と

比
較

す
る

と
高

水
準

で
あ

り
、

今
後

も
継

続
的

に
経

費
節

減
に

取
り

組
ん

で
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

施
設

利
用

率
は

、
前

年
度

と
比

較
し

て
増

加
し

て
い

る
が

、
こ

れ
は

、
処

理
施

設
に

お
け

る
晴

天
時

一
日

平
均

処
理

水
量

が
前

年
度

と
比

較
し

て
増

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
も

の
で

あ
る

。
　

水
洗

化
率

は
、

前
年

度
と

比
較

し
て

増
加

し
て

い
る

が
、

類
似

団
体

と
比

較
す

る
と

低
水

準
で

あ
る

こ
と

も
あ

り
、

使
用

料
収

入
確

保
の

た
め

に
も

、
さ

ら
な

る
水

洗
化

率
向

上
へ

の
取

組
が

必
要

で
あ

る
。
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管
渠

改
善

率
に

つ
い

て
、

こ
の

５
年

間
の

更
新

等
の

実
績

は
な

い
。

供
用

開
始

か
ら

の
経

過
年

数
が

2
2
年

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

耐
用

年
数

を
超

え
た

管
渠

は
な

く
、

改
築

が
必

要
と

な
る

ほ
ど

の
管

渠
の

老
朽

化
は

な
い

状
況

で
あ

る
。

　
な

お
、

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
が

類
似

団
体

と
比

較
し

て
高

い
数

値
と

な
っ

て
い

る
が

、
平

成
3
0
年

度
に

処
理

施
設

の
改

築
工

事
を

実
施

し
て

お
り

、
す

ぐ
に

改
築

が
必

要
と

な
る

よ
う

な
施

設
は

な
い

状
況

で
あ

る
。

2
.

老
朽

化
の

状
況

全
体

総
括

　
広

瀬
処

理
区

に
お

い
て

実
施

さ
れ

る
当

市
の

特
定

環
境

保
全

公
共

下
水

道
事

業
は

、
す

で
に

整
備

が
完

了
し

て
お

り
、

今
後

の
人

口
減

少
に

よ
り

、
使

用
料

収
入

は
減

少
し

て
い

く
見

込
み

で
あ

る
。

　
こ

う
し

た
状

況
の

中
、

公
共

下
水

道
事

業
と

併
せ

て
継

続
的

に
経

費
節

減
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
施

設
の

老
朽

化
に

対
応

す
る

た
め

、
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
計

画
に

よ
り

効
率

的
に

施
設

の
長

寿
命

化
を

図
り

、
さ

ら
に

は
使

用
料

を
適

正
な

水
準

に
段

階
的

に
改

定
す

る
な

ど
、

経
営

状
況

の
改

善
に

向
け

た
取

組
を

進
め

て
い

く
。

※
「
経
常
収
支
比
率
」
、
「
累
積
欠
損

金
比

率
」

、
「

流
動

比
率

」
、

「
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率
」
及
び
「
管
渠
老
朽
化
率
」
に
つ
い
て
は
、
法
非
適
用
企
業
で
は
算
出
で
き
な
い
た
め
、
法
適
用
企
業
の
み
の
類
似

団
体

平
均

値
及

び
全

国
平

均
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

1,
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5
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3
3
5
.
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k
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処
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区
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内
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度
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/
k
m
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2
.

老
朽

化
の

状
況

に
つ

い
て

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

分
析

欄

1
.

経
営

の
健

全
性

・
効

率
性

1
.

経
営

の
健

全
性

・
効

率
性

に
つ

い
て

経
常

収
支

比
率

は
、

前
年

度
と

同
水

準
と

な
っ

て
い

る
。

累
積

欠
損

金
は

生
じ

て
お

ら
ず

、
累

積
欠

損
金

比
率

は
０

％
と

な
っ

て
い

る
。

　
流

動
比

率
は

、
前

年
度

と
比

較
し

て
増

加
し

て
い

る
が

、
類

似
団

体
と

比
較

す
る

と
低

水
準

で
あ

る
。

　
企

業
債

残
高

対
事

業
規

模
比

率
は

、
前

年
度

と
同

様
、

企
業

債
残

高
と

一
般

会
計

負
担

額
が

同
額

で
あ

る
た

め
０

％
と

な
っ

て
い

る
。

　
経

費
回

収
率

は
、

前
年

度
と

比
較

し
て

減
少

し
、

汚
水

処
理

原
価

は
、

前
年

度
と

比
較

し
て

増
加

し
て

い
る

が
、

こ
れ

は
、

使
用

料
及

び
年

間
有

収
水

量
が

減
と

な
っ

た
こ

と
に

よ
る

も
の

で
あ

る
。

両
数

値
と

も
に

類
似

団
体

の
水

準
に

達
し

て
い

な
い

状
況

で
あ

り
、

今
後

も
継

続
的

に
経

費
節

減
に

取
り

組
ん

で
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

施
設

利
用

率
は

、
前

年
度

と
比

較
し

て
低

下
し

て
お

り
、

人
口

減
に

伴
う

処
理

人
口

の
減

少
に

よ
り

、
今

後
も

低
下

傾
向

で
推

移
す

る
も

の
と

見
ら

れ
る

。
　

水
洗

化
率

に
つ

い
て

は
、

当
処

理
区

は
整

備
が

完
了

し
て

い
る

た
め

、
今

後
も

ほ
ぼ

同
数

値
で

推
移

す
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
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